















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に変先“‘附繊！：；Mfi＃iiiii：魔的一繍縦i:i1鰔iii!#;鮭をい(繊雛liii繊織；溌灘11J蛎繍か体次統てと”M;鮴,:いな；iiす－るるれザミル甥 ljili;“晄蝿“需珪＃“ 雛:雛&蝿|;ｉ２Ｓ１Ｗ 認い’す〈ゲ ’''１締|||：＄誌域ｗｌｎ’１匹｛たかはるらル等ｉⅡめの、
3６
llln承認と物象化(1)
③「直接闘争とは関係せず、全体性の内面的存立と関係している、一方の側［奴］の諸力が、［主・奴関係とは異
なる］もうひとつの別の自然必然性にとって、必然的に存在しており、これを側争に使うことは不可能である。
②「少なくとも経験的に兇るかぎり、一力の側の公然たる優越の場合であっても、［主・奴］関係榊築の実在性を
にとっては、一方の側の実在的な優位は存在しない」百・強調筆者）。したがって、主・奴の位置は永続的で固
定したものではないだけでなく、この関係ｎ体も超越しうるということになる。これはその皿りであるが、川越
はその根拠であり、次の文章がそれを示している。
だからである。闘争の現実が怒りの想像力と矛盾することによって、怒りは同等性の感情に還帰していく」（臼・
批訓兼粁）。この部分は、承認のための闘争の愈味を雌定する上で決定的な文厳である。ヘーゲルの主観的意図
と
し
て
は
、
主
・
奴
関
係
止
揚
の
論
肌
を
腿
附
し
て
い
る
つ
も
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
主
同
様
、
奴
も
日
山
な
意
識
で
あ
る
こ
と
に
変
わりはない（ただし、この意識は一度失われてしまったのだから、再確認のためには独自の契機が必要なはずで
あ
る
が
、
そ
れ
は
欠
落
し
て
い
る
）
の
だ
か
ら
、
文
配
さ
れ
従
属
す
る
事
態
は
、
奴
に
と
っ
て
は
苫
揃
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
主
とその支配にたいする怒りが育まれるのは当然である。もし、怒りがそれだけにとどまるなら、奴は自らが主と
なる努力をするであろう。そうなると、ふたたび承認のための闘争が開始されることになり、悪無限の過程とな
す
な
わ
ち
、
怒
り
は
衰
え
て
い
く
。
と
い
う
の
は
、
怒
り
は
、
包
摂
す
る
側
の
無
差
別
と
い
う
関
係
が
真
突
で
は
な
い
と
い
う
感
愉
肢
後
ま
で
遂
行
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
一
方
の
側
の
抽
象
的
な
優
位
は
た
し
か
に
現
存
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
下
の
闘
争
となる」（巴）。これは結論の提示である。
る
で
あ
ろ
う
。
１
と
こ
ろ
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
考
え
で
は
、
奴
の
怒
り
に
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
側
面
が
あ
る
。
怒
り
と
い
う
感
情
の
根
底
に
は
、
そ
3７
６
そ
も
こ
の
関
係
自
体
が
、
、
川
な
愈
識
と
い
う
人
川
の
本
質
に
矛
晒
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
に
つ
いて、ヘーゲル自身は一一一一一ｍも語ってはいないが、「体系草稿Ｉ．Ⅱ」を勘案すれば、次のような椛論が可能である。錫
奴
自
身
は
、
自
己
否
定
を
強
制
さ
れ
、
自
川
な
愈
識
を
極
わ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
こ
に
こ
の
よ
う
な
自
己
感
情
が
生
ま
れ
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
奴
に
よ
れ
ば
、
実
は
主
自
身
も
自
由
な
意
識
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
主
の
向
山
は
、
奴
の
向
山
を
癖
い
、
労
働
を
強
制
す
る
と
い
う
事
実
に
媒
介
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
他
者
の
否
定
を
通
じ
て
は
じ
め
て
実
現
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
奴
の
存
在
が
な
く
な
れ
ば
、
ひ
と
り
日
山
を
細
歌
し
て
い
る
主
と
し
て
の
存
在
も
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
主
の
自
由
も
不
完
全
な
自
山
で
し
か
な
く
、
真
実
の
自
由
な
ど
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
主
と
い
う
「
自
立的意識の爽皿は、奴の愈識なのである」（の員只・巨心・強調原文）。したがって、主も他打の否定だけでなく、
自
己
否
定
を
行
い
、
自
川
な
意
識
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
命
体
で
も
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
実
践
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
奴
も
生
命
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
向
山
な
、
己
意
識
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
主
・
奴
関
係
が
「
本
来
の
水
認
行
為
と
な
る
た
め
に
こ
こ
に
欠
け
て
い
る
契
機
と
い
う
の
は
、
主
が
他
者
に
た
い
し
て
行
う
こ
と
を
自
分
自
身
に
た
い
し
て
も
行
う
こ
と
、
奴
が
自
分
に
た
い
し
て
行
う
こ
と
を
他
者
に
た
い
し
て
も
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
の
買
只・』国・三田・白・］紐・川みに、「体系草稿Ｉ」もこのような認識の成立について、こう述べている。主・奴双力が各々
「
自
己
止
揚
することによってのみ、承認された全体的な意識は存在するということが、今ではこの意識自身の認
識
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
愈
識
自
身
が
、
こ
の
よ
う
な
自
分
自
身
の
自
己
内
反
照
を
行
う
。
…
…
佃
別
的
全
体
性
は
、
こ
う
して自分自身を止揚されたものとして描定し、そのようなものとしてのみ承認しうる」［の三・戸い］函・強調筆者］。
ただし、主・奴が相互に他者の真理である根拠は、「体系草稿１．Ⅱ」では展開されておらず、『精神の現象学」
においてはじめて全而的に論じられ、とくに、奴の側における「死の恐怖」の体験、「形態化［労働］……を皿
'１１ﾉ[/k認と物象化(lij
じた自律的あり力の化成」［の三・叉・」展・ミ凶白・］認］、私的所有、つまり「我意、隷属内部にとどまったままの脚
川」［両目・巨⑭｛・・］認］が詳論される）。
④「こうして平和がもたらされるが、そのなかでは、一方が包摂者の地位を僻、敗北した他肴が個別的規定性を
放棄しない［原文のままでは、敗北者自身も規定性［物との関係］を放棄する自由な意識となってしまうので、
他朽と規定性をつなぐ目口を尚略し、かつａｎ胃を補う！］のであれ［これは主・奴関係そのものの仰卿であり、
よって、占有は法に転化し、労働も普遍的労働に転化する。……［諸個人は］人格となる」（の三・日目．、巴・強調
餓廿）。論仙人は法的人格として、［私的］所有将として、この意味で州互に向山かつ平等な存在として、社会的
に認知されることになる（同時にこれが、ヘーゲルの理解する近代社会のもっとも抽象的な概念となっている。
と
い
う
同
等
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
媒
介
項
は
、
諸
対
立
の
完
全
な
況
交
状
態
と
そ
の
不
確
実
な
状
況
の
な
か
に
あ
り
な
がら、双方がひとつになっているということである」（闇・強柵餓打）。対立がなくなるのではない。しかし、こ
の
段
階
で
は
、
向
背
が
Ⅲ
江
に
自
己
祈
定
を
行
い
、
向
山
な
蹴
識
お
よ
び
生
命
の
両
契
機
を
統
合
し
た
存
在
と
し
て
認
め
合
っ
て
い
る。ここに法的・社会的Ⅲ互氷認が成立する。すなわち、「体系草摘Ⅱ」の表現を俗りると、すべての仙在のな
かにｎ分自身しか認めようとしない「仙象的意思が止揚されねばならない。換一両すれば、並Ⅱ週的な爪認きれた仔
在
と
い
う
あ
り
力
、
こ
の
桁
神
的
現
実
性
の
あ
り
力
に
お
い
て
、
止
揚
さ
れ
た
存
在
と
し
て
生
み
だ
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
明らかに③の論班と派暇する！］、あるいは、双力が完全な同辮性の感梢によって闘争を止揚するのであれ［こ
れが③の論理であった！］、双力が、凹述・関係を欠いた従前の［愈味不明！］飛異［すぐ述べる新たな論川人
の対立状態］のなかに階定され、だから、川迎の中絶［主・奴凹係の止賜］とともに、［他打の死をめざすという］
い
っ
さ
い
の
利
害
関
心
を
総
て
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
全
休
性
の
理
性
的
性
格
は
、
対
立
の
許
に
あ
り
な
が
ら
、
無
差
別
3９
ただし、これは形式的な承認［人間は人間であるかぎり、平等に人権をもっている］であって、また突厩的な知
的・政治的机亙承認ではない）。
こうして、主・奴関係を止揚した法的・社会的相互承認関係が論理的に成立することになるが、それでは、この承
認関係の具体的な姿は、どのようなものであろうか。換言すれば、ヘーゲルの主観的意図からすると、この関係は近
代市民社会においてはじめて全面開花したものであるから、近代社会の存立榊造を問う課題が提起されてくるのであ
る。注（１）シーの菌□『の晟＆のごＰエのいの一・句・鱈・宮．．］＆⑫．ｍ・臼「・巨・周［。
4０
